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センターでハスの花が咲いています 
 

 
（09.06.21 センター内のハスの花） 

ハス（蓮）はスイレン科ハス属の植物で、

春に出はじめたころの葉は水面に浮いていま

すが、その後に出てくる葉は水上に立ち上が

ります。スイレン（睡蓮）（スイレン科スイレ

ン属の総称）は基本的に浮葉で、葉に切れ込

みがあるので、これは分かりやすい違いです。 

その後、花茎を出して花を１個つけます。

花は早朝に開き午前中にはつぼんでしまいま

す。そのため、センターでは観賞会の日には

午前 7 時から駐車場をオープンしています。 

ところで、このハスの根が普段食べるレン

コン（蓮根）です。蓮根は野菜として扱われ

ています。このレンコンはおよそ 10 個の孔が

あり、この孔が「見通しがよくなるように」

との縁起かつぎの意味をもたせられて、正月

料理に欠かせない食材となっています。 

 

24 種類のハスの花を 6 月下旬～9 月上旬にかけて見ることができます。 
No. 名称 読み 花期 No. 名称 読み 花期 

1 大賀蓮 オオガハス 6 月下旬～7月下旬 13 白玉蓮 シラタマバス 7 月中旬～9月上旬 

2 原始蓮 ゲンシバス 7 月中旬～8月下旬 14 酔妃蓮 スイヒレン 7 月中旬～8月下旬 

3 姫蓮 ヒメバス 7 月中旬～9月上旬 15 嘉祥蓮 カショウレン 7 月中旬～8月下旬 

4 蜀紅蓮 ショッコウレン 7 月中旬～8月下旬 16 瑞光蓮 ズイコウレン 7 月中旬～8月下旬 

5 唐蓮 カラバス・トウレン 7 月中旬～8月下旬 17 天竺班蓮 テンジクマダラバス 7 月中旬～8月下旬 

6 紅君子蓮 ベニクンシレン 7 月中旬～9月頃 18 大洒錦 タイセイキン 7 月中旬～8月下旬 

7 即非蓮 ソクヒレン 7 月中旬～8月下旬 19 アメリカキバナ蓮 アメリカキバナバス 7 月中旬～8月下旬 

8 粉川台碗蓮 フンセンダイワンレン 7 月～8月 20 バージニア蓮 バージニアバス 7 月中旬～8月下旬 

9 妙蓮 ミョウレン 8 月上旬～8月下旬 21 輪王蓮 リンオウレン 7 月中旬～8月下旬 

10 真如連 シンニョレン 7 月下旬～8月下旬 22 紅舞妃蓮 ベニマイヒレン 6 月下旬～8月下旬 

11 白光蓮 ビャッコウレン 7 月～9月 23 舞妃蓮 マイヒレン 6 月中旬～9月上旬 

12 白繍蓮 ハクシュウレン 7 月中旬～9月上旬 24 ﾐｾｽ・ｽﾛｰｶﾑ ミセス・スローカム 6 月下旬～8月下旬 
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ハスの分布図 

 

 

センターのハスは花ハスで、食用ではあり

ませんが、昔から区別があったわけではなさ

そうです。食用ハスや花ハスの歴史、ハスの

名所やハスにまつわる民話は、坂本祐二

（1977）さんが書かれた「蓮（法政大学出版

会）」に詳しく書かれています。この本は当セ

ンターの図書室にありますので、興味のある

方はご一読ください。 

なお、このごろオオガハスの生育範囲が増

えてきています。古代のハスは強いのでしょ

うか？そのために、今年は見ることができな

いハスが出てくるかもしれませんので、ご了

承ください。 
 

参考文献 

 渡辺達三（1990）魅惑の花蓮，日本公園緑地協会  

 

トンボ沼のスイレン 
 

 

 
（09.06.17 トンボ沼に咲いているスイレン） 

スポット施設の通称「トンボ沼」では 5 月

から 6 月にスイレンが咲き乱れていました。

スイレンとハスの違いのひとつに葉の撥水性

があります。ハスの葉は撥水性があり、よく

水玉を葉の上で見ることができますが、スイ

レンの葉は撥水性がない代わりにハスより光

沢があります。また、スイレンは葉も花も水

面に浮いているか、立ち上がってもそれほど

高くはないようです。 

トンボ沼のスイレンは園芸種で、ハスのよ

うに色々な名前のものが咲いているのでしょ
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うが、残念ながら調べた記録がありません。

どなたかご存知の方がいらっしゃればセン

ターへご一報ください。 

よくヒツジグサとスイレンを混同されてい

る方がおられますが、スイレンは海外から移

入された種や園芸品種の総称で、日本に自生

するスイレン属は１種のみで、名前をヒツジ

グサと呼びます。千葉県では数箇所のみ自生

しており、千葉県のレッドデータブックに記

載された希少種です。ヒツジグサとスイレン

を一緒にすると雑種ができ、ヒツジグサはス

イレンに取って代わられるようです。 

ヒツジグサの名前の由来は未(ひつじ)の刻

(PM2:00 ころ)に咲くことからついたそうです。 

 

外来種について

センターでは、設立当時から「ザリガニ釣

り」が人気の一つになっています。土曜・日

曜に、子どもたちがザリガニ釣りにやってき

ます。近くの複数の小学校も、校外学習とし

て、アメリカザリガニとの触れ合いを目的に

児童をバスに乗せてやってきます。ところが、

センターの小川に生息しているザリガニは、

アメリカザリガニという種で、最近よく聞く

言葉「外来種」という、他の地域からやって

きた生き物なのです 

 

≪外来・在来生物の説明≫  

在 来 種：その地域に自然分布を持つ種 

外 来 種：その地域に人間活動の結果とし 

て分布する種（国外からだけで

なく、国内の他地域からの移動

を含む） 

特定外来生物：生態系・人の生命・身体、農林 

水産業へ被害を及ぼすもの、又

は及ぼすおそれがある生物のう

ち、法律で指定された種 

要注意外来生物：特定外来種には選定されていな 

いが、選定するか検討中、また 

は調査不足から未選定とされて 

いる種 

 

外来種には、人間がその暮らしのために利

用している種が数多くあります。園芸で利用

する花や樹木も外来種が数多くありますし、

甘い蜂蜜も大半がセイヨウミツバチの働きに

よって生産されています。ただし、トマトや

ナスなどの受粉で利用しているセイヨウオオ

マルハナバチは、特定外来種に指定されまし

た。 

外来種は人の活動によって、入ってきたの 

ですから、外種に罪がある訳ではありません。

私たち人間が、それぞれの地域で長い時間を

経て育まれた自然を守っていくために、外来

種について注意深く考えていかなければいけ

ないと言うことだと思います。 

アメリカザリガニは、当初、食用となるウ

シガエルのえさとして日本に持ち込まれたの

ですが、要注意外来生物にリストアップされ

ていて、田んぼの畦に穴をあける困りもので

あることや、小川などの生き物のバランスを

狂わせてしまうことも心配されます。当セン

ターでは、生き物とのふれあい体験をする子

どもたちへも、上記のことを伝えていきたい

と考えています。 

最後に、ザリガニ釣りをしている方によく、 

赤くないアメリカザリガニを、ニホンザリガ 

ニかと聞かれることがあります。千葉に生息 

するザリガニは、全てアメリカザリガニです。 

ニホンザリガニはアメリカザリガニとの競争 

に負けて千葉県で絶滅した訳ではなく、元々 

青森・秋田・岩手・北海道の寒い地方の一部 

にしか分布していないそうです。 

（09．04.02 セイヨウミツバチとセイヨウタンポポ） 

外来種について詳しい話を知りたい方は、

環境省の外来生物法についてのサイト

（http://www.env.go.jp/nature/intro/）を

ご覧ください。 
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行事の報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

◇米作り１ 田植えをしてみよう 

お天気にも恵まれ、大人 22 人、小人 9 名の

計 31 名の方に参加していただきました！ 

広場に集合した後、所長の挨拶、田植えの

説明と続き、最後の準備として参加者の皆さ

んで体操をしてから裸足で田んぼに入りまし

た。 

 

田植えの方法は、横一列に並び、縄張りを

された所に植えながら前進というやり方です。 

スタッフの予想を上回る早さで、11 時には

田植えが終了しました。イベントの感想とし

て、 

・ 素晴らしい自然環境の中で、貴重な体験、

実体験がよかった 

・ 子供のころは、生活のため否応無く手伝っ

ていた農作業でも、子どもと一緒に米作り

の大切さ、大変さを少しでも体験を通して

教え続けたい 

・ 泥が気持ち良かった 

といった、答えがありました。 

作業終了後は、皆さんセンターの広場でお

弁当を広げ、また楽しい時間を過ごしていた

だけたようです。 

 

◆山田の鍾乳石をみてみよう 

大人 10 名、小人 3 名、計 13 名の方に参加

していただきました！ 

センターに集合した後、いすみ市山田へ移

動しました。見学場所に到着後、鍾乳石の持

ち主である林氏により、穴堰についての説明

を受けました。 

 

 

穴堰の見学をする前に、穴堰が掘られてい

る場所の地質の学習をしました。穴堰は全部

で第一から第三穴堰に分かれています。その

中で第一穴堰と、第二穴堰と第三穴堰を繋ぐ、

二五隧道（横 2 尺、縦 5 尺で掘られているこ

とからこの名がある）の中に入って鍾乳石を

観察しました。 

穴堰の中には、トウキョウサンショウウオ

の幼生や、ニホンアカガエルの成体、サワガ

ニの稚ガニなどの生き物もいました。 

穴堰の観察後に、林氏の敷地内にある展望

台に登りました。周辺を一望できる展望台で、

地元に残る歴史的なお話をしていただけまし

た。 

イベントの感想として、 

・ 身近な所にすばらしい知恵と文化がある

のがわかりました 

・ 昔の水の大切さが分かった 

 
5 月のセンター行事 

◇米作り１ 田植えをしてみよう 9 日 

◆山田の鍾乳石をみてみよう １６日 

◇センター内小川でのホタル観察会２３日 
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・ 説明が興味深くかつ分かりやすかった 

といった答えがありました。 

☆穴堰の簡単な説明☆ 
穴堰とは、山の中腹に横穴を堀り、そこを

農業用貯水池にしたものです。この方式は、

歴史的土木遺産として価値が高いものです。

そのような場所に、更に鍾乳石が見られると

いうことで、イベントを企画して見学させて

いただきました。しかも、この穴堰の中は、

田植えが始まり堰の水が空になる時期しか見

られないものなのです。 

 

◇センター内小川でのホタル観察会 

お天気にも恵まれ、大人 7 人、小人 2 名の

計 9 名の方に参加していただきました！ 

駐車場に集合し、スタッフの挨拶の後参加

者の皆さんも自己紹介をして、少しリラック

スムードに。実物のホタルを観察する前に、

当施設にある展示物（知識の林）を使ってホ

タルの一生について学習しました。また、あ

びこ自然倶楽部の協力により、ヘイケボタル

の幼虫を展示していたので、幼虫の観察も行

いました。 

 

 
 

図書室にてビデオを使用したホタルの一生

についての学習した後、センター内の小川に

行き、ゲンジボタルの発光を探しました。残

念ながら、センター水路ではホタルの発光を

確認できませんでした。そこで、同時期にい

すみ市山田で行われていた、ホタル祭り会場

に移動して、ゲンジホタルを鑑賞することに

なりました。 

こちらでは、多くのホタルを観察すること

ができ、参加者の皆さんも感激したようです。

イベントの感想として、 

・ 何十年くらい前に見たので子供に返った

ようにうれしかった 
・ なかなか見る事ができないものを、思う存

分見る事ができて本当に良かった 
・ ホタルについて短時間でも中身の濃いレ

クチャーを受けられた 

といった、答えをいただけました。 

イベント終了後、職員がセンターに戻った

ところ、センター内の小川でもゲンジボタル

が観察できました。センターのホタルも、い

つか皆さんにお見せしたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ホタルの里でホタルを見よう 

予定していたホタル観察会は、残念ながら

雨により中止となりました。 

前日からの雨により開催が危ぶまれていま

したが、当日の天気予報を見て泣く泣く中止

といたしました。ところが，夕方からどんど

ん天気は良くなり……結局予定開催時間の頃

には空は晴れ渡っていました。悔しい！これ

ならイベントできたね～と呟きながら、いや、

でも気温が低いからホタルの数も少ないよ！

と妙な慰めをし合った職員でした。 

 

◆農機具“唐箕（とうみ）”の実演イベント 

いいお天気の中、唐箕の風選を行いました。

イベントは出入り自由でしたので、参加者は

約 40 人以上でした。 

まず、菜種を唐箕（とうみ）という農機具

で、ゴミ（葉や小石等）と分けます。菜種は

唐箕の上から小分けにして入れます。菜種を

入れたら、後は力いっぱいハンドルを回すだ

 
6 月のセンター行事 

◇ホタルの里でホタルを見よう 6 日 

◆農機具“唐箕（とうみ）”の実演イベント２０日 

◇センターの小川の生き物を調べてみよう 27 日 
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けです。この作業は、風の力を使って、ゴミ

と菜種をより分けるものです。うっかり吹き

出し口の前に頭を出して、ゴミ（菜種の葉や

小石ですが）だらけになってしまう人も出ま

した。ハンドルを回すだけで種が分けられる

ので、子供でも簡単に作業できます。 

 

 
今回は風選によってより分けられた32kgの

菜種のうち、16kg を搾油機にかけました。 

搾油機にかける前に、レンジで少々過熱。

熱を加え、油をゆるくして搾りやすくするた

めだそうです。搾油した後の油かすは良質な

肥料になるため、参加者の皆さんで分けて持

ち帰りました。育てた菜種で油をとって、残っ

た搾りかすはまた菜種を育てる肥料になる…

大変無駄の無い仕組みですね！搾れた油は約

4kg。 

16kg 搾油機にかけたので、率で言うと 25%

程度でしょうか。ただし、搾れる量は、機械

と腕によって大きく変わるそうです。搾った

油は 1 週間くらい置いておくと、油に残った

不純物が沈殿して、透明な油になるそうです。

良い所だけ搾った良質な油なので、生で食べ

たり（サラダ・パンにつける等）、てんぷら

を揚げたりすると大変美味だそうです。美容

と健康にも良いとか！ 

今回のイベントは 

「ちば環境再生基金・菜の花エコプロジェク

ト」 

「夷隅郡市自然を守る会」 

との、協働作業で行いました。 

実際に行ってみて思った以上に面白いもの

だったので、今後センターでも特別イベント

として行ってみようか？という案も出ました。

その際はまた告知いたしますので、ぜひ見学

にいらして下さい。 
 

◇センターの小川の生き物を調べてみよう 

真夏のような暑さの中、センターの小川の

生き物調べを行いました。今回は午前・午後

の部の２回開催しました。参加者は大人 6 名、

小人 8 名、計 14 名の方に参加していただき

ました。 
まず、まずセンターに集合した後、湿性生

態園へ移動しました。そこの木道から小川に

降りて、網を使った“ガサガサ”注という方法で

魚を捕まえました。下流に網を置き、上流か

らジャブジャブ音を立てながら川の中を歩き、

魚を追いたてます。素早く網をあげると、そ

こには小エビや小魚がぴちぴちと！網で魚を

捕まえる時は、網で魚を追いかけるより、追

い込む方法がマルです。その後、センター内

の小川に移動して、また“ガサガサ”で魚とり。

ドジョウや大きなアメリカザリガニが網に入

り、子どもたちは大はしゃぎでした。 
注 ガサガサ：水中の石や水草の中に潜んでいる魚を、足でガサガ

サ揺らして網に追い込んで採る方法の俗称 

魚とりの後には、図書室でもう少し魚のお

勉強をしました。今日捕まえた魚の種類と、

エビの見分け方を勉強しました。ハゼの仲間

には背びれが２枚あるとか、ザリガニとテナ

ガエビのハサミの違いとかを、学習しました。 
午後の部の参加者は、別にメダカの観察も

行いました。センター前の小川にできている

“メダカの学校”から、小さい網を使ってメダ

カをすくいました。お腹がパンパンに膨らん

だ、卵を持ったメスを観察することができま

した。 
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観察後は、小川に生き物たちを戻してあげ

てイベント終了となりました。イベントのア

ンケートをとらせて頂いたところ、良かった

内容として、 
・ 魚の名前、特徴を知ることができた 

・ とても楽しくできた 

・ 子ども達と一緒に楽しみながら参加でき

た 

・ 魚の取り方を教えてもらって良かったで

す 
といった、回答をいただけました。 
≪今回観察できた生き物達≫ 
モツゴ、タイリクバラタナゴ、ドジョウ、メ

ダカ、ヨシノボリ、テナガエビ、スジエビ、

アメリカザリガニ 計 8 種類 
 
 

 

これからの行事案内 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月 

●海辺の植物観察 
１日（土）9:00～11:30 定員 20 名 

 雨天順延 2 日（日） 

日本で最初に指定された天然記念物「太東海浜植物

群落」に行きます。 

参加対象：小学 4 年生以上 

場所：「太東海浜植物群落」指定地周辺（集合はネイ

チャーセンター） 

持ち物：飲み物、帽子 

 

●センターの谷津植物観察 
8 日（土）9:00～11:30 定員 20 名 

（７月が順延になった場合） 

谷津でどんな植物が観察できるかな？皆で観察しま

しょう。 

参加対象：小学 4 年生以上 

場所：ネイチャーセンター 

持ち物：飲み物、帽子 

 

●トンボ沼のトンボを見に行こう 
22 日（土）9:00～1:30 定員 20名 

 雨天順延 23日 

チョウのように飛ぶチョウトンボ等を探しに行きま

しょう！ 

参加対象：小学 4 年生以上 

場所：スポット６ トンボ沼（集合はネイチャーセ

ンター） 

持ち物：飲み物、帽子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月 

●ハス鑑賞会 
12 日（日）7:00～10:00 参加自由（雨天決行） 

きれいに咲くハスの花を観賞しましょう。 

参加対象：どなたでも大歓迎 

場所：ネイチャーセンター 生態園（ハス田） 

 

●万木城までの自然観察と里山ハイキング 
19 日（日）10:00～13:00 定員 20 名 

 雨天順延 26日（日） 

夏の万木城周辺を自然観察しながらハイキングし

ましょう。 

参加対象：小学 4 年生以上 

場所：万木城周辺（集合はネイチャーセンター） 

持ち物：お弁当、飲み物、山歩きできる服装 

 

●センターの谷津の植物観察 
25 日（土）9:00～11:00 定員 20 名 

 雨天順延 8月 8 日（土） 

谷津ではどんな植物が観察できるかな？観察しま

しょう。 

参加対象：小学 4 年生以上 

場所：ネイチャーセンター 

持ち物：飲み物、帽子 

9 月 

●米作り２・稲刈り体験をしよう  
12 日（土）9:00～14:00 定員 40 名 

 雨天順延 13日（日） 

春に植えた稲には穂がいっぱい！皆で刈り取りま

しょう。 

参加対象：小学生 3年生以上 

場所：ネイチャーセンター 生態園（水田） 

持ち物：鎌、タオル、軍手、長靴、長袖の服、帽子、

お弁当、飲み物 

 

●草木染め体験  
26 日（土）10:00～15:00 定員 30 名 

 雨天順延 27日（日） 

自然の色で染めてみましょう。 

参加対象：小学生 3年生以上 

場所：ネイチャーセンター 

持ち物：材料費‐実費（1,000 円程度）、お弁当、

飲み物 
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10 月 

●万木城までの自然観察と里山ハイキング 
３日（土）10:00～13:00 定員 20 名 

 雨天中止 

秋の万木城周辺を自然観察しながらハイキングしま

しょう。 

参加対象：小学 4 年生以上 

場所：万木城周辺（集合はネイチャーセンター） 

持ち物：お弁当、飲み物、山歩きできる服装 

 

●竹かご教室 
10、17、24、31 日、11月 7 日（各土曜日） 

10:00～16:00 

全５回開催 定員 20 名 

ひご作りから始めて 5 回終了までに完成させましょ

う。 

参加対象：高校生以上、全 5 回参加できる方 

場所：ネイチャーセンター 

持ち物：竹割、竹ひきのこぎり、剪定ばさみ、膝あ

て、軍手、お弁当 

 

センターの生き物たち 

 
コオイムシ 

 
 

 

 

 

 

 

 

イチョウウキゴケ 
 

 
 

 
 

 

◆ ◆ ◆ 利用案内 ◆ ◆ ◆ 
休 館 日：毎週月曜日(月曜日が祝日の場合はその翌日)、12 月 29 日～翌年 1 月 3 日 

開館時間：9：00～16：30、入館料：無料 

※当施設のご案内や解説などを希望される団体は、2 週間前までにお申し込み下さい。 

行事への参加申し込み、お問い合わせは、電話（0470-86-5251）、ファックス（0470-86-5252）、または、直接セ

ンター事務室にお申し出下さい。定員のあるものについては、定員になり次第締め切らせていただきます。あら

かじめご了承下さい。 

＊e メール可（メールアドレス：info@isumi-sato.com（すべて半角小文字です） 

＊行事申し込み後、都合によりキャンセルする場合は必ず早めにセンターまでご連絡下さい。 

 
いすみ楊枝 ―千葉県伝統工芸品― 

センターでは、「いすみ楊枝」を県内外に広く紹介す

るため、毎月高木守人氏に実演をお願いしています。 
日 時 毎月第 3 日曜日(9：30～16：00) 
場 所 ネイチャーセンター 
講 師 高木守人 氏 
参加料 無料 
内 容 楊枝・花入れ・茶杓作り など 

編集後記 

今年の 4 月から、当施設の指定管理者は

千葉県環境財団になっています。 

今までと少し運営の仕方が変わってい

るかもしれませんが、スタッフ一同知恵を

絞りながら毎日の仕事に取り組んでいま

す。よりよい施設の運営に心がけています

ので、よろしくお願いいたします。 

なお、「さとのかぜ」も毎月の発行から

季刊となりました。その分、ページ数も増

えています。読みやすい文章を心がけてい

ますので、引き続きご愛読をお願いいたし

ます。 

所長 

田 植 え の 時 期 に

撮った写真です。 

た く さ ん の 卵 を 背

負 っ て い る こ と か

ら、この名前がつい

たのでしょうね。 

今年も水田でみる

ことができました。 

昔はたくさんあっ

たそうですが、今

では出会える機会

も減ったコケ植物

のひとつです。 


